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は じ め に

最近， 南西諸島の伝統的イネ栽培の研究がさかんにすすめられ， その様相が

明確になりつつある。 イネ栽培がおこなわれる環境にはじまり， 品種， 作季，

栽培技術等について新しい角度からの検討がおこなわれ， その形成に関与した

要囚の特定さらには系譜関係にまで考察がおよぼうとしている〔渡部• 生田

編1984など〕。 これらによってえられた結果は， かならずしも細部にいたるま

で一致するものではないが， 南西諸島のイネ栽培にアプロ ー チするに際しての

基本的問題点はほぽあきらかになってきたと言えよう。 また， 本土のイネ栽培

とのちがいについても，共通理解がえられている。

ところで， 柳田国男以来， 南西諸島のイネ栽培の研究は起源をつよく意識し

たものであった。 『海上の道』〔柳田1978〕に象徴されるように， 南西諸島の

イネ栽培とそれに関与する文化の形成や伝播は， 本土のイネ栽培およびそれに

関与する文化の形成 ・ 伝播という， 大きな問題領域の重要な一部として論じら

れてきた。 アプロ ー チの視点や方法はかわったものの， 最近の研究にもこの傾

向がつよくみとめられる。 南西諸島のイネ栽培の系譜をあきらかにすることは，

その最終目標のひとつと意識されている〔たとえば渡部編1982〕。

こうした観点から， 最近の研究でも， 近世以前の文献から野外調査による

デ ー タまで， 多彩な資料をもとに議論がおこなわれているわけであるが， そこ
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